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鈴⽊設計ニュースレター

　置賜盆地の宿場町として交通の要所を
支えた川西町において、2017 年に設計を
開始してから 4 年の歳月を経て、2021 年
5 月に開庁を迎えました。
田園風景と調和した柔らかい外観デザイ
ンにより、親しみやすい役場を目指しま
した。冬期間の非常に強い西風を受け流
す勾配屋根や、雨雪から歩行者を守る大
庇を設け、利用しやすく、愛着が感じら
れる役場としました。内装においても置
賜産材の木材を要所に用い、温かみのあ
る空間としました。
風解析による積雪シミュレーションや定
点カメラによる現状観測を行い、地域に
根差した計画としました。様々な困難を
デザインによって乗り越えることを目標
に、今後も新しい挑戦を行っていきます。

　社内コンペのワークショップで新しくロゴを決定
しました。ロゴのテーマを「未来に向かってたゆま
ぬ革新と伝承」「地域社会を守る設計集団」として、
各々が思うこれからの事務所を想像したデザインを
持ち寄り、議論しながら決めました。最終案は、鈴
木をカタカナにして親しみやすいデザインに再構築
したのもので「スズ」を家形として建物の連なりを
表現し、「キ」は豊かな山形の木材を表現しています。
積極的に山形の資源を活用し、地元の企業と連携し
「新しい山形の景観」をこれからも創造していけた
らと願っています。
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シンボルとなる新しいロゴ
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⽥園⾵景と調和した外観デザイン

⽊材を要所に⽤いた温かみのある内観デザイン (左から窓⼝、ホール、議場 )

商標登録証

ワークショップの様⼦

新しくデザインされた封筒と名刺
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